
「高等学校学習指導要領」キャリア教育の充実（第１章総則第５款１（3）） 
生徒が，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら，社会的・職業的自立に向け

て必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別活動を要としつつ各
教科・科目等の特質に応じて，キャリア教育の充実を図ること。その中で，生徒が自己の在り
方生き方を考え主体的に進路を選択することができるよう，学校の教育活動全体を通じ，組
織的かつ計画的な進路指導を行うこと。 

生徒に，学校で学ぶことと社会との接続を意識させることが重要です。 

５ 同和問題（部落問題）と進路保障
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「統一応募用紙」制定の精神が，現在でも大切に受け継がれています。 
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採用選考に当たっては，応募者の適性・能力を基準として行い，人権尊重の
精神，すなわち，応募者の基本的人権が尊重されることが重要です。 

５ 同和問題（部落問題）と進路保障

５　
同
和
問
題（
部
落
問
題
）と

進
路
保
障

ー 27ー



「統一応募
用紙」制定の
精神に学ぶ 

 職業選択の自由，
勤労の権利を保障し，
就職の機会均等を実
現するため，「統一
応募用紙」が制定さ
れた経緯や内容につ
いて理解を深め，自
己の進路の決定が適
正なものになるよう
にする。 

○ 「社用紙」の問題点について共通理解
を図る。 
・ 本人の適性や能力とは無関係である
こと 
・ 本人の努力ではどうしようもないこ
とを採用の条件にしていること 等 

○ 「統一応募用紙」は，本人の適性や能力
が採用の基準になっていることに着目し，
「統一応募用紙」を使用することの意義に
気付かせる。 
・ 本人以外の人に関わる欄がないこと
・ 志望動機の記入欄が大きいこと 等

公正な採用選
考とは… 

採用選考試験等に
おける差別につなが
るおそれのある事項
について，不適切で
ある根拠を正しく理
解し，行動できる実
践的な態度を身に付
けさせる。 

○ 質問内容の中に，本人の適性や能力と
は無関係のものがあることに気付かせる。
※ このような質問は基本的人権が侵
害されていることを押さえる。 

○ 面接においては，適性や能力などを見
てもらうことが大切であることに気付
かせる。 

○ 実際の採用選考試験等で不適切な質
問等があった場合の対応について理解さ
せる。 

ワークシート例等は，左記２次元コード 
からアクセスできます。
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人の世に熱あれ，人間に光あれ
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※ 「水平」第１巻 第１号 創立大会号 大正 11（1922）年７月発行 を基に作成 
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人権が尊重される社会の実現をめざして
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